
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 宿題や課題の内容、予習や復習がどのくらい必要を確認する 

予習は先生に言われた場合だけでなく、授業のペースが早い場合も必要

になります。自分が授業中についていけているかも確認して、きついようであ

れば予習することも考えてください。小テストをする先生もいますので、テスト

の時期などについて確認してメモしておきましょう。 

② ノートの取り方を工夫する 

ノートはただ写すだけでなく、先生の話をしっかり聞いて、大切な所をチェックしておいてくださ

い。テストに出る所を授業中に言われることもあります。重要な所がすぐ分かるようなノート作り

をしましょう。 

③ 分からない所はその日のうちに解決する 

その日の授業で分からなかった所は、授業後に先生や友達に聞いてその日のうちに解決する

ような習慣をつけましょう。しかし、どうしても分からないところにこだわりすぎると、できることも

できなくなります。今できなくても基本的なことを繰り返していくうちに分かるようになることもあ

ります。 

④ 授業で使うプリント類は整理しておく 

配られたプリントはクリアーファイルに入れたり、ノートに貼ったりするなどして教科ごとに整理

しましょう。提出しなければならないプリントをなくさないように注意してください。プリントを整理

するのに、自分で通し番号をつけるのもいいと思います。 

 

 

 

北九州市では、令和４年度から「連携部活動」を始めます。この制度は、在籍している学校に「入

りたい部活がない」場合に、近隣の学校の部活動に参加し、活動できる制度です。実際に活動が

できるようになるまでには、いくつか留意する点もありますので、保護者の方と確認して、この制度

を活用したい場合は、担任の先生等に相談してください。あくまでも、受け入れの中学校がある場

合のみ参加できますので注意して下さい。 

Ⅰ 申し込みの条件 

（１） 尾倉中学校に希望する部活動がない。 

（２） 生徒及び保護者が近隣の学校での活動を希望している。 

（３） 活動を受け入れる学校の部活動規則等を守り、継続して活動する意思がある。 

（４） 近隣の受け入れ可能な学校で活動する。（希望する生徒・保護者による活動校の選択はで

きません。例えば、「〇〇中学校の●●部で活動したい」というように、種目等で学校を指定する

ことはできません。） 

Ⅱ 申込までの流れ※年度途中であっても、申し込みはできます。 

（１） 保護者の方を通じて、担任の先生に申し出ます。 

（２） 「申し込みの条件」を満たし、受け入れ可能な学校と尾倉中学校が協議し、尾倉中学校が教

育委員会に申請します。 

（３） 教育委員会の承認後、部活動に参加できます。尾倉中学校⇔受け入れ可能な学校、尾倉中

学校⇔教育委員会と手続きがありますので、活動開始までに時間がかかる場合があります。 

Ⅲ 留意事項 

（１） 活動校までの移動は原則徒歩とします。（徒歩で移動ができない場合は、尾倉中学校と受

入校との協議のうえ、相談して決定します。） 

（２） 連携部活動として、中学校体育連盟や文化連盟、各種競技団体の主催する大会やコンクー

ル等には、原則参加できません。ただし、個人競技や個人種目については、尾倉中学校の代表と

して参加できるものがあります。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

新学期が始まって＜授業の受け方のポイント（例）＞ 

４月も終わろうとしています。新しい学年での授業には慣れましたか。１年生は小学校
と違い、ペースの速さに驚いた人もいると思います。２・３年生は、勉強の内容も難しくな
ってきます。ゴールデンウイークを機会に、自分の勉強方法を再確認しましょう。 
勉強の基本は授業ですね。漠然と授業を受けているだけでは自分の力を伸ばすことは
できません。まず、教科担任の先生の授業の進め方をよく聞いて、どんなことをやらなけ
ればならないかをその都度確認することが大切です。 
１年生の廊下には「学校は勉強するところです」というスローガンが貼っています。勉
強にはいろいろありますが、そのとおりだと思います。目標をもち、３年後を見据えた勉強
を頑張りましょう。 

連携部活動の実施について（配付プリントがあります） 

新型コロナウイルス感染症関連（お知らせ）★下記は内閣官房 HPより抜粋 
北九州市では連日４００人前後の陽性者が出ており、幼児児童生徒の陽性者も見受けられます。大型
連休ももうすぐです。ご家庭でも基本的な感染防止策を心がけてください。 
① マスクの正しい着用➡マスクを鼻にすき間なくフィットさせ、しっかりと着用してください。できれば不
織布マスク（各家庭に配付済）を着用してください。 
② こまめな手洗い・手指消毒➡共用物に触った後、食事の前後、公共交通機関の利用後などは必ず手
洗い・手指消毒をお願いします。 
③ ３密（密接・密集・密閉）の回避：➡一つの密でも避けて、「ゼロ密」を目指しましょう。特に人と人と
の距離は十分に保ってください。会話する時間は出来る限り短くし、大声は避けてください。•今まで以
上に換気を行ってください。 
④ 学校における感染対策➡マスクの着用や 3密の回避を徹底してください。体がだるい、熱がある、の
どに違和感があるなど、いつもと体調が異なる時は、登校を控えてください。 


